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迎
撃
戦
と
本
土
決
戦
に
備
え
た
四
式
戦 

滋
賀
県 

 
佐 

野 

岩 

男 
 
 

  

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
四
月
、
第
一
期
特
別
幹
部

候
補
生
と
し
て
中
部
第
九
十
八
部
隊
第
二
中
隊
に
入
隊
す

る
。
隊
長
は
岩
手
県
出
身
の
歯
科
医
の
田
鎖
中
尉
で
あ
っ

た
。
部
隊
は
十
二
個
中
隊
で
編
成
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
す

る
。
編
成
は
中
隊
ご
と
に
航
空
機
の
機
種
別
に
な
っ
て
い

た
。
第
二
中
隊
と
第
五
中
隊
が
戦
闘
機
で
、
候
補
生
合
格

時
に
甲(

機
関)

乙
丙
丁
と
専
科
を
指
名
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
。 

 

太
平
洋
戦
争
は
陸
・
海
上
戦
を
主
戦
場
と
し
て
い
た
が
、

南
太
平
洋
に
お
い
て
敵
の
航
空
部
隊
に
惨
々
痛
め
つ
け
ら

れ
、
海
上
兵
力
の
主
力
ま
で
失
う
羽
目
と
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
急
遽
、
航
空
兵
力
の
増
強
を
企
図
し
、
特
に
航

空
戦
闘
兵
力
の
増
強
が
急
務
中
の
急
務
で
あ
っ
た
陸
軍
で

は
、
操
縦
士
二
万
人
の
確
保
命
令
に
基
づ
き
、
各
専
科
要

員
の
急
増
強
の
制
度
と
し
て
特
別
操
縦
見
習
士
官
（
学
徒

兵
）
及
び
少
年
飛
行
兵
の
充
足
の
た
め
特
別
幹
部
候
補
生

制
度
を
設
定
し
、
併
せ
て
船
舶
兵
と
戦
車
兵
に
も
特
別
幹

部
候
補
生
制
度
が
発
足
し
た
。
何
れ
も
一
機
、
一
船
の
長

（
下
士
官
）
要
員
の
充
足
で
あ
っ
た
。 

 

と
は
言
え
、
少
年
兵
に
短
期
で
現
役
兵
並
み
の
訓
練
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
部
隊
と
し
て
は
相
当
神
経
を
使
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
配
慮
は
当
時
の
部
隊
長
（
少
将
）
が

入
隊
者
の
父
兄
宛
に
送
ら
れ
た
文
書
で
分
か
る
と
思
う
。

以
下
全
文
を
引
用
す
る
。 
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父
兄
に
対
す
る
希
望
事
項 

 
 
 

松
井
隊
長 

 

従
来
軍
隊
家
庭
間
ノ
連
絡
不
十
分
ナ
ル
為
、
屡
事
故
発

生
或
ハ
健
康
上
無
理
ヲ
来
ス
者
ト
有
之
候
状
況
ニ
艦
ミ
、

将
来
教
育
ノ
資
料
ニ
供
シ
指
導
ニ
満
全
ヲ
期
シ
度
希
望
致

候
間
、
左
記
事
項
危
惧
ナ
ク
速
報
被
下
度
候 

 
 

 
 

左 
 

記 

一
、
入
隊
前
ニ
於
ケ
ル
本
人
ノ
性
格
特
ニ
長
所
短
所
並

ビ
ニ
特
有
ナ
ル
モ
ノ 

二
、
入
隊
前
ニ
於
ケ
ル
本
人
ノ
病
気
（
病
名
何
歳
時
治

癒
期
間
）
並
ニ
家
族
ノ
健
康
状
態 

三
、
血
族
関
係
ニ
シ
テ
死
亡
シ
タ
ル
者
ノ
病
名
並
ニ
現

在
罹
病
中
ノ
病
名 

四
、
面
会
ニ
就
イ
テ
ハ
時
局
下
輸
送
機
関
繁
雑
ナ
ル
折

柄
事
情
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
外
努
メ
テ
遠
慮
サ
レ
度 

面
会
時
ハ
特
ニ
防
諜
ニ
触
レ
ナ
キ
様
（
書
簡
同
封

煙
草
）
小
遣
銭
ト
シ
テ
金
銭
ヲ
授
与
ス
ル
ガ
如
キ

ハ
種
々
事
故
ヲ
若
起
ス
ル
ン
等
ノ
弊
害
ア
ル
ヲ
以

テ
固
ク
差
控
ヘ
ラ
レ
度
追
而
食
物
一
切
持
込
禁
止

シ
テ
ア
ル
ニ
付
為
念 

五
、
子
弟
ノ
為
ニ
送
付
セ
ラ
ル
慰
問
品
類
ハ
本
人
修
養

ニ
兎
角
弊
害
ア
ル
ニ
付
一
切
遠
慮
サ
レ
度
、
尚
亦

部
隊
古
参
兵
以
上
ニ
対
シ
謝
礼
慰
問
ノ
意
味
ヲ
以

テ
ス
ル
一
切
ノ
物
品
金
銭
ノ
贈
与
等
固
ク
厳
禁
ス 

六
、
其
ニ
他
子
弟
ノ
教
育
指
導
ニ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
ク
思

考
サ
レ
ル
事
項
ハ
詳
細
ニ
通
報
セ
ラ
レ
度 

 

こ
う
し
て
期
待
さ
れ
た
特
幹
一
期
生
も
、
七
月
下
旬
に

は
初
年
兵
と
し
て
の
全
教
程
、
訓
練
を
終
え
、
第
一
期
の

検
閲
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
中
隊
、
部
隊
の
検
閲
を
終

え
師
団
検
閲
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
突
然
の
転
属
命
令
で

東
北
盛
岡
市
の
第
四
航
空
教
育
隊
に
転
属
す
る
。
こ
の
部

隊
は
新
設
教
育
隊
で
あ
っ
た
が
訓
練
施
設
、
機
器
も
全
く

見
当
ら
ず
、
連
日
普
通
教
育
訓
練
に
明
け
暮
れ
る
日
が
続

く
内
に
、
一
部
隊
員
の
転
属
が
何
回
か
あ
っ
た
の
は
九
月

初
旬
頃
で
あ
っ
た
。 

 

中
旬
に
自
分
達
に
も
転
属
命
令
が
出
る
。
行
先
の
明
示

も
な
い
ま
ま
盛
岡
駅
の
上
り
列
車
で
出
発
す
る
。
二
日
後

到
着
し
た
部
隊
が
東
部
第
百
三
十
三
部
隊
で
あ
っ
た
。 

 

休
む
暇
も
な
く
班
編
成
、
幹
部
の
紹
介
と
名
前
を
覚
え
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る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
到
着
日
は
今
ま
で
に
な
い
豊

か
な
食
事
に
皆
面
く
ら
っ
て
い
た
が
、
二
～
三
日
し
て
か

ら
「
キ
八
四
（
疾
風
）」
の
機
関
整
備
が
任
務
で
あ
る
こ
と

を
知
さ
れ
る
と
共
に
、
機
関
整
備
教
程
の
配
布
を
受
け
る
。

当
時
軍
部
は
「
キ
八
四
」
を
太
平
洋
戦
争
の
決
戦
機
と
位

置
付
け
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
試
作
機
が
百
三
十
機
以

上
に
上
る
こ
と
で
も
分
か
る
（
通
常
試
作
機
は
多
く
て
二

十
機
ま
で
で
あ
っ
た
）
。 

 

軍
部
が
大
き
な
期
待
を
掛
け
て
採
用
し
た
戦
闘
機
の
エ

ン
ジ
ン
整
備
要
員
で
あ
る
こ
と
に
不
安
が
先
立
っ
た
の
は
、

戦
友
も
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

 

連
日
教
程
を
抱
え
て
の
整
備
演
習
に
は
食
事
の
味
も
分

か
ら
な
い
日
が
続
く
。
よ
う
や
く
試
運
転
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
頃
に
は
関
東
地
方
に
Ｂ
29
が
飛
来
し
て
来
た

頃
で
あ
っ
た
。
機
付
長
の
下
三
～
四
人
で
二
機
の
整
備
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
一
月
も
半
ば
も
過
ぎ
た

頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。
以
後
、
操
縦
学
生
の
練
成
訓
練
に

ほ
と
ん
ど
連
日
飛
行
し
た
機
も
、
防
空
警
報
の
発
令
時
は

即
迎
撃
出
動
に
備
え
て
万
全
を
期
す
る
た
め
深
夜
ま
で
点

検
整
備
す
る
日
が
重
な
る
よ
う
に
な
る
。 

 

今
ま
で
少
数
機
で
来
襲
し
て
来
た
Ｂ
29
が
、
三
月
初
旬

に
は
大
編
隊
で
来
襲
す
る
よ
う
に
な
る
。
三
月
九
日
に
は

三
百
九
十
機
の
大
編
隊
で
東
京
都
を
無
差
別
爆
撃
す
る
。

夜
間
、
探
照
灯
に
照
ら
さ
れ
た
飛
行
機
に
向
け
発
射
す
る

高
射
砲
弾
が
と
ど
か
な
い
た
め
音
と
爆
撃
の
炸
裂
音
の
み

で
あ
り
、
大
地
の
飛
行
場
に
立
つ
我
々
も
た
だ
地
団
駄
を

踏
む
だ
け
で
、
悔
し
さ
だ
け
が
先
立
つ
無
念
さ
は
生
涯
忘

れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。 

 

今
ま
で
グ
ァ
ム
島
を
発
進
基
地
と
し
て
い
た
Ｂ
29
に

加
え
、
奪
取
し
た
硫
黄
島
を
基
地
と
す
る
米
戦
闘
機
ム
ス

タ
ン
グ
Ｐ
51
の
来
襲
が
多
く
な
る
。
海
上
の
母
艦
か
ら
の

グ
ラ
マ
ン
に
加
え
て
の
急
襲
に
、
飛
行
訓
練
も
ま
ま
な
ら

な
い
日
が
続
く
。 

 

硫
黄
島
を
奪
取
し
た
米
軍
は
連
日
の
よ
う
に
関
東
方
面

の
軍
需
施
設
を
目
標
に
来
襲
す
る
。
敵
機
の
来
襲
に
備
え
、

格
納
庫
の
解
体
と
共
に
、
兵
舎
及
び
関
係
建
物
も
全
て
解

体
が
進
む
。
飛
行
機
は
場
外
周
辺
の
桑
畑
に
造
ら
れ
た
掩

体
格
納
と
な
り
、
兵
員
は
相
模
川
沿
い
の
松
林
に
解
体
し
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た
材
料
で
造
ら
れ
た
参
角
兵
舎
で
の
住
ま
い
と
な
る
。
こ

の
頃
か
ら
操
縦
訓
練
は
急
降
下
、
急
上
昇
の
訓
練
が
主
体

と
な
る
。 

 

い
つ
頃
か
ら
で
あ
っ
た
か
訓
練
の
充
実
を
計
る
た
め
、

相
模
湾
に
海
軍
の
協
力
を
得
て
艦
船
へ
の
突
入
訓
練
が
始

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
に
は
顔
見
知
り
の
飛
行
兵
が
い

つ
と
な
く
見
ら
れ
な
く
な
る
と
、
彼
等
も
特
命
だ
ろ
う
と

灯
火
（
ロ
ー
ソ
ク
）
の
元
で
話
会
い
の
日
が
続
く
。
戦
況

は
本
土
決
戦
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
不
安
が
の
ぞ
く

の
で
あ
っ
た
。
沖
縄
の
戦
況
は
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

時
折
飛
行
機
受
領
や
連
絡
で
来
隊
す
る
部
隊
出
身
操
縦
士

が
、
「
特
攻
隊
直
援
に
二
～
三
度
出
撃
す
る
と
自
分
も
共

に
突
っ
込
み
た
く
な
る
」
と
直
援
機
の
辛
さ
を
話
す
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。（
直
援
機
は
援
護
し
た
編
隊
の
戦

果
を
、
発
進
基
地
の
隊
長
に
報
告
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ

っ
た
）
。 

 

敵
が
攻
撃
す
る
弾
幕
を
潜
り
抜
け
帰
隊
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
自
ら
突
入
す
る
機
も
数
多
く
、
必
死
の
操
縦

で
海
上
三
十
～
四
十
メ
ー
ト
ル
を
最
速
で
脱
け
出
し
て
来

た
操
縦
士
は
「
四
式
戦
だ
か
ら
出
来
た
操
法
で
あ
り
、
他

の
機
種
で
は
到
底
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
四
式
戦
の

優
秀
さ
を
讃
え
て
い
た
言
葉
が
頭
に
残
る
。 

 

〔
掩
体
格
納
の
辛
さ
〕 

 

掩
体
格
納
の
愛
機
を
飛
行
場
ま
で
出
し
入
れ
す
る
に
は
、

施
設
隊
員
と
僚
機
の
機
付
兵
の
援
助
を
得
な
け
れ
ば
、
誘

導
路
で
車
輪
が
落
ち
込
み
前
進
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
予
期
し
て
か
関
係
者
に
指
示
が
さ
れ

て
い
た
。
よ
う
や
く
飛
行
場
へ
出
し
試
運
転
の
途
中
で
空

襲
警
報
の
発
令
で
急
遽
飛
行
場
の
片
隅
へ
退
避
さ
せ
る
の

で
あ
る
。 

 

沖
縄
に
米
軍
の
上
陸
と
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
関
東
方
面

の
軍
需
施
設
へ
の
来
襲
頻
度
は
多
く
な
り
、
飛
行
訓
練
に

も
相
当
支
障
を
来
し
て
い
た
。
米
軍
機
の
来
襲
に
呼
応
し

て
迎
撃
に
出
撃
す
る
こ
と
が
度
重
な
り
、
被
弾
し
た
機
体

の
整
備
に
徹
夜
の
時
も
度
々
と
な
る
。
主
に
迎
撃
と
訓
練

が
重
な
る
日
も
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
な
り
、
機
関
整
備
、

被
弾
箇
所
の
補
修
、
部
品
の
交
換
等
は
時
に
瞬
く
間
に
過

ぎ
、
昼
夜
連
続
の
整
備
が
続
く
時
等
は
覚
醒
剤
を
貰
い
、
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作
業
を
続
け
る
日
も
幾
度
か
あ
っ
た
。 

 
掩
体
格
納
が
常
駐
と
な
り
、
朝
は
三
角
兵
舎
か
ら
掩
体

格
納
機
へ
の
直
行
が
当
然
の
日
課
と
な
る
。
こ
の
頃
に
な

る
と
米
軍
艦
の
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン
と
硫
黄
島
か
ら
発
進
し

て
来
た
ム
ス
タ
ン
グ
Ｐ
51
が
交
互
に
、
突
然
飛
行
場
を
襲

撃
す
る
よ
う
に
な
る
。
警
報
は
来
襲
と
同
時
に
な
る
こ
と

も
度
々
で
あ
っ
た
。 

 

掩
体
か
ら
の
部
品
の
調
達
は
飛
行
場
を
横
断
し
往
復
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
途
中
で
敵
機
の
襲
撃
に
会
い
シ
ュ

シ
ュ
ウ
と
地
上
に
落
ち
て
来
る
弾
は
左
手
二
十
セ
ン
チ
位

か
、
立
ち
上
が
り
急
ぎ
掩
体
へ
、
そ
し
て
機
体
の
無
事
に

ホ
ッ
ト
す
る
。
敵
機
の
来
襲
が
激
し
く
な
る
と
食
事
も
届

か
な
い
日
が
多
く
な
る
。
整
備
の
合
間
に
周
囲
の
畑
よ
り

馬
鈴
薯
を
頂
戴
し
、
掩
体
壕
で
蒸
し
、
代
用
食
と
す
る
こ

と
が
多
く
な
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
ム
ス
タ
ン
グ
Ｐ
51
が

空
中
炸
裂
弾
（
ナ
パ
ー
ム
弾
）
を
投
下
す
る
よ
う
に
な
る
。

地
上
八
十
メ
ー
ト
ル
で
爆
発
し
、
破
片
は
刃
物
の
よ
う
で

機
体
に
当
る
と
切
り
裂
い
た
よ
う
な
損
傷
を
受
け
る
。 

 

六
月
半
ば
頃
と
思
う
が
、
掩
体
で
田
中
君
と
整
備
点
検

を
終
え
、
試
運
転
に
入
り
、
最
高
回
転
に
レ
バ
ー
を
引
い

た
途
端
に
「
止
め
ろ
！
」
の
大
声
に
レ
バ
ー
を
戻
し
、
操

縦
席
を
飛
び
出
す
。
途
端
に
、
破
片
が
当
る
音
が
し
た
。

退
避
後
、
操
縦
席
へ
戻
る
と
破
片
が
そ
の
席
に
、
大
き
さ

五
～
六
セ
ン
チ
位
だ
っ
た
。
丁
度
、
操
縦
席
で
左
大
腿
部

当
り
に
止
ま
っ
て
い
た
。
間
一
髪
で
難
を
逃
れ
た
自
分
に
、

戦
友
の
田
中
君
が
「
お
前
は
と
こ
と
ん
運
の
強
い
奴
だ
」

と
感
嘆
し
て
い
た
。 

 

そ
の
頃
よ
り
警
報
発
令
が
出
て
も
何
故
か
出
撃
命
令
が

出
な
く
な
る
。
後
で
本
土
決
戦
に
備
え
て
稼
働
戦
闘
機
は

全
て
残
留
保
護
の
命
令
が
出
て
い
た
と
い
う
。 

 

機
付
長
も
い
な
く
な
っ
て
一
カ
月
近
く
過
ぎ
て
い
た
が
、

整
備
隊
長
、
機
付
長
か
ら
何
等
の
命
令
も
な
く
、
機
付
兵

の
任
務
を
田
中
君
と
二
人
で
全
う
し
て
い
た
。
沖
縄
本
島

が
玉
砕
し
た
と
の
報
を
本
部
通
信
兵
の
上
島
兵
長
よ
り
聞

き
、
い
よ
い
よ
本
土
決
戦
が
近
い
こ
と
が
身
近
に
聞
こ
え

て
く
る
。
操
縦
士
は
総
て
特
別
攻
撃
隊
に
編
成
さ
れ
（
待

機
特
別
攻
撃
隊
・
振
武
一
七
五
～
一
七
八
隊
）
に
編
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
八
月
初
め
頃
だ
っ
た
と
思
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う
。 

 

平
穏
な
日
は
灯
火
の
元
で
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
会
っ

て
い
る
中
に
、
「
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
」
と
艦
砲
射
撃
の
音
が

聞
こ
え
て
来
る
。「
浜
松
辺
り
で
あ
ろ
う
か
」
と
話
合
い
な

が
ら
明
日
の
作
業
と
敵
機
の
来
襲
に
備
え
て
の
行
動
を
打

ち
合
わ
せ
し
ば
ら
く
の
眠
り
に
就
く
。
こ
う
し
た
日
が
幾

日
か
過
ぎ
た
頃
、
広
島
に
新
型
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
ら
し

い
と
今
井
兵
長
（
特
幹
同
期
）
よ
り
聞
く
。
同
じ
く
藤
井

君
は
理
研
の
八
木
博
士
が
研
究
し
て
い
た
殺
人
光
線
と
同

じ
よ
う
な
物
で
は
な
い
か
と
話
な
が
ら
お
互
い
に
気
力
の

無
い
姿
が
目
に
残
る
。 

 

そ
の
日
以
後
、
通
常
通
り
の
作
業
を
続
け
て
い
た
数
日

後
、
広
島
と
同
じ
爆
弾
が
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
、
互
い
に
意
気
消
沈
の
姿
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
。 

 

十
三
日
の
午
前
に
、
い
よ
い
よ
降
伏
ら
し
い
と
の
噂
が

誰
か
ら
と
も
な
く
伝
わ
る
。
二
日
後
正
服
で
集
合
す
る
よ

う
に
と
の
命
令
伝
達
が
あ
り
、
急
ぎ
農
家
の
庭
に
集
合
す

る
。
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
全
面
降
伏
の
玉
音
放
送
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
当
日
は
に
わ
か
に
増
配
さ
れ
た

食
料
に
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
持
ち
出
し
て
飲
ん
で
自
暴
自
棄

に
な
る
者
等
が
あ
り
、
誰
も
収
拾
す
る
者
も
な
く
夜
が
更

け
る
。 

 

翌
日
、
早
朝
よ
り
厚
木
海
軍
航
空
隊
の
「
雷
電
」
二
機

が
飛
来
し
、
「
全
面
降
伏
は
嘘
だ
。
我
々
と
共
に
行
動
す
る

よ
う
」
呼
び
掛
け
に
来
る
。
少
飛
の
人
達
と
我
々
は
ビ
ラ

の
積
み
込
み
や
印
刷
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
（
い
わ
ゆ
る
、

小
園
安
名
大
佐
を
長
と
す
る
厚
木
航
空
隊
の
反
乱
軍
で
あ

る
）
。 

 

部
隊
長
は
「
決
し
て
軽
挙
妄
動
し
て
は
な
ら
な
い
、
行

動
す
る
時
は
皆
一
緒
に
行
動
す
る
の
だ
」
と
注
意
さ
れ
た

と
聞
く
。
こ
の
事
で
、
初
め
は
召
集
兵
等
か
ら
帰
郷
さ
せ

る
予
定
を
急
遽
若
い
兵
士
を
先
に
帰
ら
せ
る
処
置
が
採
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

八
月
十
八
日
、
中
津
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
で
小
田
原
駅
ま
で

送
り
届
け
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
は
荷
物
並
み
の
客
車
に
乗
っ

て
田
中
君
と
共
に
帰
郷
す
る
。
二
十
日
深
夜
に
草
津
駅
に

着
い
た
と
思
う
。
こ
の
列
車
は
軍
人
だ
け
の
専
用
列
車
で

陸
・
海
・
空
の
軍
服
姿
で
軍
刀
等
を
所
持
す
る
人
も
い
た
。 
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【
解 

 

説
】 

 
体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
九
年
四
月
、
第
一
期
特
別

幹
部
候
補
生
と
し
て
中
部
第
九
十
八
部
隊
第
二
中
隊
に
入

隊
し
た
。 

 

こ
の
特
別
幹
部
候
補
生
制
度
は
特
別
操
縦
見
習
士
官

（
学
徒
兵
）
及
び
少
年
飛
行
兵
の
充
足
の
た
め
に
設
定
さ

れ
た
も
の
で
、
一
期
生
も
七
月
下
旬
に
は
初
年
兵
と
し
て

の
全
教
程
、
訓
練
を
終
え
て
検
閲
を
受
け
、
盛
岡
の
第
四

航
空
教
育
隊
に
転
属
す
る
。 

 

こ
の
部
隊
は
新
設
教
育
隊
で
あ
っ
た
が
訓
練
施
設
、
機

器
は
な
く
、
連
日
普
通
教
育
訓
練
に
明
け
暮
れ
る
。
そ
し

て
九
月
初
旬
頃
、
東
部
第
百
三
十
三
部
隊
に
転
属
と
な
る
。 

 

こ
の
部
隊
は
、「
キ
八
四
（
疾
風
）
」
の
機
関
整
備
が
任

務
で
あ
っ
た
。
当
時
「
キ
八
四
」
は
太
平
洋
戦
争
の
決
戦

機
と
位
置
付
け
、
試
作
機
で
も
百
三
十
機
以
上
に
上
っ
た

と
い
わ
れ
る
。 

 

こ
の
「
キ
八
四
」
の
試
作
は
昭
和
十
七
年
四
月
に
中
島

飛
行
機
に
指
示
さ
れ
、
速
度
と
上
昇
力
が
重
視
さ
れ
る
重

戦
に
対
し
て
、
軽
戦
の
長
所
で
あ
る
運
動
性
と
航
続
力
を

加
味
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
試
作
一
号
機
は
昭

和
十
八
年
三
月
に
完
成
し
た
が
制
式
決
定
に
は
な
ら
ず
、

よ
う
や
く
四
式
戦
闘
機
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
十

九
年
四
月
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

ち
ょ
う
ど
、
体
験
記
執
筆
者
が
東
部
第
百
三
十
三
部
隊

に
転
属
と
な
り
、
基
幹
整
備
の
任
務
に
着
い
た
時
と
符
合

し
て
い
る
。 

 

本
機
の
空
戦
性
能
は
、
二
式
戦
よ
り
は
は
る
か
に
優
れ
、

三
式
戦
よ
り
は
や
や
劣
る
程
度
で
、
高
速
度
を
考
慮
す
れ

ば
優
秀
な
飛
行
機
と
言
え
た
が
、
た
だ
、
操
縦
性
と
整
備

性
に
は
や
や
難
点
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
体
験

記
執
筆
者
が
語
る
よ
う
に
、
軍
は
太
平
洋
戦
争
の
決
戦
機

と
位
置
付
け
て
い
た
こ
と
が
頷
け
、
ま
た
連
日
教
程
を
抱

え
て
の
整
備
演
習
に
は
寝
食
を
忘
れ
て
努
力
し
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

マ
リ
ア
ナ
基
地
Ｂ
29
の
本
土
空
襲
は
、
昭
和
十
九
年
十

一
月
一
日
、
関
東
方
面
に
二
機
の
偵
察
に
飛
来
し
た
の
に

始
ま
る
が
、
同
月
二
十
四
日
、
約
七
十
機
の
東
京
空
襲
か

ら
本
格
的
な
空
襲
が
開
始
さ
れ
た
。
当
時
の
空
襲
は
主
と
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し
て
東
京
付
近
の
工
場
地
帯
に
、
一
部
は
東
海
地
区
に
も

及
び
つ
つ
あ
っ
た
時
で
、
翌
年
二
月
ま
で
に
は
延
べ
千
百

機
の
多
く
の
来
襲
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
中
国

大
陸
か
ら
来
襲
し
て
い
た
Ｂ
29
は
、
一
月
よ
り
マ
リ
ア
ナ

基
地
に
転
進
し
つ
つ
あ
っ
て
、
三
月
か
ら
は
マ
リ
ア
ナ
基

地
か
ら
の
飛
来
が
本
格
化
し
、
が
ぜ
ん
来
襲
回
数
、
延
べ

機
数
と
も
増
加
し
た
。 

 

体
験
記
執
筆
者
も
「
そ
れ
ま
で
少
数
機
で
来
襲
し
た
Ｂ

29
が
、
三
月
初
旬
に
は
大
編
隊
で
来
襲
す
る
よ
う
に
な
り
、

夜
間
、
探
照
灯
に
照
ら
さ
れ
た
飛
行
機
に
向
け
発
射
す
る

高
射
砲
弾
が
届
か
な
い
た
め
、
音
と
爆
撃
の
炸
裂
音
の
み

で
あ
り
、
大
地
の
飛
行
場
に
立
つ
我
々
も
た
だ
地
団
駄
を

踏
む
、
悔
し
さ
だ
け
が
先
立
つ
無
念
さ
」
を
記
録
す
る
。 

 

ま
た
、
新
た
に
占
領
し
た
硫
黄
島
を
基
地
と
す
る
米
戦

闘
機
ム
ス
タ
ン
グ
Ｐ
51
の
来
襲
も
多
く
な
り
、
航
空
母
艦

か
ら
の
グ
ラ
マ
ン
が
加
わ
り
、
基
地
で
の
飛
行
訓
練
も
ま

ま
な
ら
な
い
日
が
続
い
た
と
い
う
。 

 

そ
の
「
キ
八
四
」
の
練
成
訓
練
に
は
当
時
の
少
飛
行
第

十
五
期
生
が
第
一
練
成
飛
行
隊
で
の
練
成
、
四
式
戦
闘
機

へ
の
搭
乗
訓
練
を
受
け
る
た
め
に
入
隊
し
て
い
た
。 

 

敵
の
弾
幕
を
潜
り
抜
け
、
海
上
三
十
～
四
十
メ
ー
ト
ル

を
最
速
で
脱
け
出
し
、
四
式
戦
の
優
秀
さ
を
讃
え
て
い
た

戦
友
の
言
葉
を
も
紹
介
し
て
い
る
。 

 

 


